
（９月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子
齊藤　大

ひ ろ む

夢（大泰・セリカ／下町三区）
村上　陽

は る と

音（学・ルミ／上寄木）
藤田　晴

はるひと

仁（チュアット・晴美／中松尾）
高橋　和

か ず ま

磨（佳・京子／下平笠）
小泉　蓮

れん

（雅俊・麻衣子／雇用促進（西根））

◎女の子
髙田　瑠

る な

菜（勉・沙織／渋川開拓）
伊藤　理

り こ
心（賢・晴香／松尾）

及川　美
みおり
織（隆二・かおり／野駄）

久保　結
ゆいな
菜（香士・幸／両沼）

日戸　結
ゆ あ
愛（孝大・茜／渋川）

髙橋　采
あやの
望（和博・恵／東）

工藤　莉
り の
音（茂樹・直子／松尾）

工藤　音
の あ
葵（茂樹・直子／松尾）

　我妻　孝紀　　／宮城県
　髙橋　明佳　　／共新
　辻本　華己　　／五百森
　不来方　志帆　／五百森

　中軽米　裕輝　／寄木新田
　渡辺　紗綾　　／東

高橋　滋子　　　62歳　松川
畠山　イネ　　　88歳　荒木田
佐々木　ミチ　　96歳　松尾
髙橋　令則　　　81歳　野駄
渡邊　義美　　　76歳　上寄木
髙橋　市藏　　　91歳　北寄木
松尾　正人　　　72歳　下町三区
瀨野木　ヨシミ　90歳　畑
佐々木　ハツ　　93歳　町組
中軽米　義美　　90歳　寄木新田
岩崎　義隆　　　72歳　温泉郷
立柳　香　　　　82歳　上野駄
角舘　ツヱ　　　86歳　折壁
関　雪江　　　　　　67歳　兄川
斎藤　善八　　　95歳　荒屋新町
伊藤　幸助　　　81歳　舘腰
田村　豊　　　　89歳　小福田
伊藤　キクエ　　96歳　南寄木

遠藤　キノ　　　98歳　中村
田村　力夫　　　83歳　野口
大森　ハツエ　　94歳　兄畑
池本　ユミ　　　96歳　浅沢第２
工藤　弘志　　　62歳　高宮
畠山　タヘ　　　93歳　畑１区
盛内　サタ　　 100歳　五日市１区
松村　倫德　　　74歳　中関
平野　ハル　　　93歳　間羽松
菊池　直海　　　83歳　上寄木
吉田　ミツエ　　84歳　寄木新田
工藤　一夫　　　53歳　下町一区
小笠原　末造　　76歳　笹目
伊藤　喜八　　　91歳　若谷地
角舘　重光　　　63歳　下町一区
田村　與一郎　　64歳　岡村
神　香奈子　　　69歳　南寄木
羽澤　秀雄　　　72歳　五日市２区
外栁　ミキ　　　91歳　上野駄

お 幸 せ に

健 や か に

■人口の動き【9月30日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 16,221（－11） 6,303（＋9）
松尾地区 5,936（＋1） 2,341（＋1）
安代地区 ４，627（－17） 1,865（－2）
合　　計 26,784（－27） 10,509（＋8）
男　　性 12,897（－16）
女　　性 13,887（－11）

出生 17 死亡 47
転入 35 転出 32

安らかに

■交通事故発生件数など　※（　）は前年同月の数
項　　目 9月 1月からの累計
人身事故 ５（3） 27（38）
物損事故 32（32） 315（368）
負 傷 者 ７（3） 37（44）
死 者 0（0） ２（3）
飲酒運転 0（0） 0（4）
火 災 1（0） 9（4）
救 急 94（97） 895（951）

（
（

（

ひと足早いクリスマス会

　市立図書館では、10月25日に文学散歩を開催し、
21人が参加しました。
　当日は「鉱山の町、小坂の産業遺産」をテーマに秋
田県小坂町を訪れ、国重要文化財である「小坂鉱山
事務所」を見学しました。同文化財は、銅の生産で
栄えた明治時代に建設され、その洋風建築の造りは
豪華で見応えあるものでした。その後は、日本最古
の芝居小屋「康楽館」で大衆演劇を鑑賞。ツアーを堪

文学散歩を開催しました

能しました。参加者は
「小坂町に来てみたい
とずっと思っていたの
で、参加できてうれし
い」「見事な紅葉と重な
って、建物が美しく印
象的だった」などと、感
想を述べました。

■■■　新着図書などの紹介　■■■
書　名 著 者 名

天を灼く あさの　あつこ
秋萩の散る 澤田　瞳子
ツタよ、ツタ 大島　真寿美
ハリネズミの願い トーン・テレヘン

図書館のクリスマス会にいらっしゃい
　ひと足早いクリスマスをみんなで楽しみましょう。
手作りのプレゼントも
あります。
▶開催日　12月4日㈰
▶時間　午後１時から
3時まで
▶内容　おはなしどん
どこ（盛岡市）の皆さん
によるお話会とまつぼ
っくりツリーの工作

小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

を
作
ろ
う

「康楽館」の前で集合写真

開催中企画展の見どころ②

八幡平市に魅
み

入る～松尾編～
　市博物館で現在開催中の企画展「絵図で見る八
幡平市の今昔」において展示している内容の中か
ら、今回は江戸時代に描かれた松尾地区の「沼宮内
通寄木村繪圖」を紹介します。
　この絵図で注目すべきは、旧寄木村を横切るよ
に描かれている線です。この線は、南部藩藩士が
松尾地区に入植できるよう藩主の命で整備した道

　市博物館では、10月26日に企画展「絵図で見る八
幡平市の今昔」の関連イベントとして歴史バスツ
アーを開催しました。
　ツアーでは、当館学芸員が企画展の内容を解説

赤沼神社で八幡平の紅葉を
楽しむ参加者ら

であると考えられていま
す。長い年月藩に仕えた
武士たちのために、道を
整備し、家や土地を用意
し、開拓の準備を進めて
いたことが推測できる線
（道）が描かれたこの絵図
は、貴重な資料です。武
士たちによって開拓され

「
沼
宮
内
通
寄
木
村
繪
圖
」の
一
部
分

※
松
尾
鉱
山
資
料
館
蔵

歴史バスツアーを開催しました

した後、白坂観音堂跡・
薬師堂跡、市西根歴史
民俗資料館、松尾鉱山
跡地、赤沼神社を巡り
ました。参加者は、各
所で市の歴史について
見聞を深めながら、赤
沼神社付近で八幡平の
紅葉も楽しみ、満足げ
な様子でした。

た松尾地区に広がる田園風景。その美しい景色は、
時代を重ねても受け継がれてほしいものです。

No.134

広報クイズ
11月10日号の問題

「ダイヤモンド婚」とは
結婚何周年目を記念す
るものでしょう？

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、
年齢」を書いて応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見な
どを必ず書き添えてください。紙面づくりの参考にいたします。
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　
☆はがき〒028-7397（住所不要）　☆ＦＡＸ：74-2102
☆メール：kizai@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入
力、右上のＱＲコードを読み込むことで、宛て先の入力を省略できます）
◎応募期限　11月28日㈪消印有効
◎第133回の正解　10月8日　▶応募者12人　▶正解者12人
▶当選者　遠藤汐莉さん（西根寺田）、松尾コノエさん（松尾）、関文明さん（赤坂田）
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